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ゆたかな心をはぐくむ
126 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば
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人権啓発標語 「考えよう　自分がされたら　どう思うのか」 武蔵ヶ丘中学校　１年　西本　歩
あゆ

実
み
（現在２年生）

　ハンセン病は、
感染力は弱く、人
から人へうつらな
いのに、そのこと
を知ろうともせず
にかくりする法律
はとてもひどくて
ゆるされないと思
います。かくりさ

れた人たちの生きる希望と未来までかくりしてうばっ
たと思います。また、かん者同士の結婚はゆるされな
いということもゆるせません。それに、強制的にりょ
う養所に入れさせられて、にげたらばつを受けるとい
う決まりがあるのも考えられません。正しいことを知
ることが大切だと改めて考えました。
　中さんは「ここであきらめてしまったら、差別はな
くならない」と勇気をだして、本当のことや思いを伝
え続け、国や差別をしている人とたたかったことがす
ごいと思いました。中さんの「正しいことを正しく伝
えたい」と言う強い思いが社会を変えることにつな
がったと思います。

　私は、差別は間違っている・いけない・おかしいと
分かってはいるけど人の悪口を言ったり、態度がえを
したりしたことがあります。もし、自分がこの時代に
生まれていたら、差別する側に入っていたかもしれま
せん。自分の弱い心が差別を生み出していると思った
からです。
　でも、この学習をしていくなかで、差別に打ち勝つ
強い気持ちが身についてきたと思います。みんなが生
きていてよかったと生きがいを感じるためには、一人
一人が差別をゆるさない心をもって、勇気をだしてお
かしいことはおかしいと差別に立ち向かっていかなけ
ればならないと思います。これからは、ハンセン病学
習や人権学習で学んだことを生活や生き方に生かして
いきたいです。

（先生から）学習を通して、正しいことを知ろうとしないこ
とが差別を生み出すこと、正しいことを伝え続
けることが差別を許さないことや無くすことに
繋がることを学んだのですね。もし、自分だっ
たら・・・と自分と重ねて考えることがみんな
と分かり合える一歩になると思います。

「ハンセン病学習をふり返って」 武蔵ヶ丘小学校　５年　甲斐　鈴
すず

葉
は
（現在６年生）

みんなが生きていてよかったと
感じるために（作者右）

子どもボランティアガイドとして活動する児童たち

奥
阿
蘇
の
ク
ラ
ラ
の
原
に
追
ひ
駆
け
る
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
は
翅は
ね

ひ
ら
め
か
す�

有
久　

賢
治

苗
植
え
て
灌か

ん

水す
い

チ
ュ
ー
ブ
を
張
り
め
ぐ
ら
し
ポ
ン
プ
を
始
動
す
暗
が
り
の
中�

梅
田　

國
雄

窓
辺
よ
り
か
す
か
な
風
が
流
れ
来
て
肌
に
溶
け
ゆ
く
夜
明
け
の
空
気�

佐
藤
せ
い
子

夕
ご
と
に
庭
の
水
か
け
続
け
お
り
見
上
げ
る
空
に
は
雲
ひ
と
つ
無
く�

中
村
ト
シ
エ

学
童
の
子
ど
も
が
育
て
た
ゴ
ー
ヤ
な
り
両
手
に
い
た
だ
く
演
技
を
終
え
て�

松
本　

東
亜

短 

歌 

会

菊
陽
句
会
報

人
の
世
の
暗
き
を
照
ら
せ
大
花
火�

田
島　

三
閒

事
件
事
故
多
き
報
道
早
や
立
秋�

宮
川
ユ
キ
エ

生
れ
な
が
ら
護
身
の
構
へ
子
蟷と

う

螂ろ
う�

紫
藤　

祥
子

笑え

む
遺
影
老
い
ゆ
く
は
ら
か
ら
冷
し
酒�

曽
我　

育
代

日
照
不
足
し
の
字
つ
の
字
の
茄な

す
び子
か
な�

曽
我
ト
モ
子

散
歩
道
持
久
力
あ
る
日
焼
の
子�

緒
方
チ
エ
子

夏
め
く
や
な
ぜ
か
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
と
き
め
き
て�

米
山
る
み
子

御お
ん
だ
ま
つ
り

田
祭
神み

輿こ
し

く
ぐ
る
に
持
ち
に
け
り�

吉
田　

幸
子

一
線
を
引
く
が
円
満
秋
茄な
す
び子�
木
村　

信
子

終
活
を
朗
ら
に
語
る
盆
の
宴え

ん�

財
津　

早
雪

病わ
く
ら
ば葉
や
あ
る
か
な
き
か
の
風
に
舞
ふ�

原
野
レ
イ
子

唐
突
に
現
れ
出
し
蟻あ

り

の
道�

寺
尾
千
代
子

折
り
紙
の
ひ
こ
う
き
飛
ば
す
夏
の
空�

高
橋　

孝
子

網
戸
し
て
世
間
さ
え
ぎ
る
四
畳
半�

福
田　

貴
子

秋
立
ち
ぬ
編
み
込
み
の
髪
つ
や
や
か
に�

北
川
し
ん
じ

崖
に
沿
ふ
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
夏
落
葉�

佐
藤　

澄
世

「子どもの権利条約」の具体化を ～条約制定30周年に当たって～
　「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」は1989（平成元）年に国連
の総会で採択された子どもの基本的人権を国際的に保障するために定められ
た条約です。前文と本文54条から構成されています。日本も５年後の1994
（平成６）年に批准（条約を正式に承認）しました。
　「子どもの権利条約」に定められている子どもの権利は大きく分けて４つ
あります。
　①生きる権利（すべての子どもの命が守られること）
　②育つ権利（もって生れた能力を十分に伸ばして成長できるよう医療や教育、生活への支援などを受け、友だ
ちと遊んだりすること）

　③守られる権利（暴力や搾取、有害な労働から守られること）
　④参加する権利（自由に意見を表明したり、団体を作ったりできること）
　しかし、昨年３月の「熊本県子どもの生活に関する実態調査結果」では、「全国の子どもの貧困率を算出して
いる国民生活基礎調査の手法に沿って本調査における相対的貧困率を算出した結果、貧困線を下回る者の割合は
15.0％となりひとり親世帯では43.8％であった」、2017（平成29）年度の全国の児童相談所の児童虐待相談対応
件数は速報値として133,778件（前年度比11,203件増）、不登校児童生徒数は144,031人（前年度133,683人）
と公表されています。子どもを取り巻く厳しい状況があります。「子どもに最善の利益」という「子どもの権利
条約」の理念が子どもたちに届く社会の具体化を条約制定30年目に当たり改めて考え合いたいと思います。

　南小校区には、「馬場楠鼻ぐり井手」という地域の宝があります。

2018年に世界かんがい施設遺産に登録されており、世界の宝とも

言えます。南小の３・４年生は、総合学習として鼻ぐり井手の仕組

みや歴史を学び、それを子どもボランティアガイドとして地域の人

や観光客に伝える取り組みをしています。また、「後の世のために」

と題された音楽劇を作り上げ、加藤清正や村人の思いを表現し、現

代につなげています。音楽劇は地域のお祭りで披露し、多くの人に

喜ばれています。

　先人が残した貴重な文化財を学習し、自分の言葉で伝えること

で、郷土を愛する心と、誇りを持って話す力を育てています。

地域の宝を伝える子どもたち

菊陽南小学校


